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○ 日時：令和８年３月１６日（月）18:00～20:00 

 

○ 会場：世田谷区立保健医療福祉総合プラザ 研修室 C 

 

○ 目的 

各地域の認知症の本人や家族、サポーター等の声を聴き、各地域の課題や必要とされて

いることを明らかにすることで、認知症の本人を起点とした施策や取組みを重視しながら

計画策定を進める。 

 

○ 当日のタイムスケジュール 

時刻 内容 

18:30 開会 

◆世田谷区認知症施策評価委員会 大熊由紀子委員長の挨拶 

18:35 議題（１）第３期認知症とともに生きる希望計画の策定に向けた意見交換 

◆ワークショップ 

20:30 

 

 

20:4０ 

議題（２）その他 

今後の予定の確認 

閉会 

 

○ 参加者 

世田谷区認知症施策評価委員会の委員に加え、地域の認知症の本人、家族、サポーター

等、合計３３名が参加。 

［内訳］世田谷区認知症施策評価委員会委員 ··· ２１名 

地域の認知症の本人 ················· ５名 

家族、サポーター ··················· ７名 

  

１．開催概要 
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○ ワークショップの位置づけ 

本ワークショップは、認知症施策評価委員会における検討の一環として、認知症施策に

関する課題や今後の方向性について意見交換を行うために実施した。 

 

○ 実施方法 

グループワーク形式 

 

○ グループ構成 

· 全 6 グループ 

· 1 グループ：7～8 名程度 

 

○ テーマ 

· ワーク１：認知症になってからも、自分らしく暮らし続けるために必要なこと 

· ワーク２：自分らしく暮らし続けるために、私にできること 

 

○ ワークショップの流れ 

時刻 プログラム 内容 

18:35 事例紹介 自分ごととしてイメージするための事例紹介 

18:40 グループワークの説明 テーマ・書記・発表・時間等の説明 

18:45 ワーク 1 
個人ワーク（約 3 分） 

グループワーク（約 27 分） 

19:15 休憩 
 

19:20 ワーク２ 
個人ワーク（約 3 分） 

グループワーク（約 27 分） 

19:50 発表 
各グループより発表 

質疑応答 

  

２．ワークショップの概要 
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グループ１ ワーク１ 

３．ワークショップの内容 
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グループ１ ワーク 2 
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◆発表内容（要旨）[グループ１] 
 

<ワーク１：認知症になってからも、自分らしく暮らし続けるために必要なこと> 

 毎日していることややりたいこと、自分の好きなことを大切にする。 

 自分ができることや好きなことを自由に行える環境づくり。 

 「妹の世話にはなりたくない」「息子、娘になめられたくない」「同じことを何度も

言ったと言われないようにしたい」などの、誇りやプライド、思い。 

 できる範囲で無理なく、体を動かすこと。 

 人とつながる習慣が自分の支えにもなる。 

 周囲の人を大切にする。（ヘルパー、母親、医師、パートナーなど） 

 

<ワーク２：自分らしく暮らし続けるために、私にできること> 

 認知症について、まわりの人と気軽に話せるようにしていく。（図書館に行く、運転

免許を返納しても助け合って移動するなど） 

 今の習慣を、これからも無理なく続けていく。 

 チャレンジする気持ちを持つ。（AI 活用、観光ガイド、ゴルフ、同じ病気の仲間を

作るなど） 
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グループ 2 ワーク１ 
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 グループ 2 ワーク 2 



8 

 

 

  
◆発表内容（要旨）［グループ２］ 
 
<ワーク１：認知症になってからも、自分らしく暮らし続けるために必要なこと> 

 今の活動をできるだけ継続していきたい。 

 スマートフォンの使い方を学びたい。 

 健康であり続けること。楽しみや趣味を探し続け、行っていきたい。 

 気軽に相談できる場所。 

 認知症についての適切な診断と、診断後の支援制度の整備。 

 

<ワーク２：自分らしく暮らし続けるために、私にできること> 

 家族や知人とのコミュニケーションをとること。自分のことを話し、知ってもらう

こと。 

 今できることをできるだけ行う。 

 認知症になっても大丈夫と伝えていくこと。 

 活動の場や輪を広げていく。 

 情報弱者、孤独にならないためには、情報を自分からも探しに行くこと。好きなこ

とや得意なことは情報を得やすい、伝えやすい。 

 「自分らしさ」は難しいが、自分のことを否定せず、できることを続けていきた

い。今日行くところがある、今日用事がある。（きょうよう・きょういく）というこ

とは大事。 

 できるだけ外出するように心がけている。 

 交流する機会は必要だけど、強要はしない。その人の背景を想像することは大切。 
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 グループ 3 ワーク１ 
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グループ 3 ワーク 2 
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◆発表内容（要旨）［グループ３］ 
 
<ワーク１：認知症になってからも、自分らしく暮らし続けるために必要なこと> 

 認知症ばかりでなく、障害を持つ人たちすべてに住みやすい世界。 

 認知症は「十人十色」であるので、より多くの人に認知症について正しく理解して

もらうこと。 

 老い・老化・認知症など逃げられないものを受け入れること。 

 好きな食べ物を食べ続けるために通い慣れたお店があることや、困ったときに人に

気軽に聞けることなど、社会的インフラが整っていること。 

 健康や命をつなぐために、信頼できるかかりつけ医がきちんといること。 

 不安を話せる場所があること。 

 みんなと一緒に楽しめる趣味があること。 

 家族や友人との連絡先をきちんと把握しておくなど、つながりを持つこと。 

 アレクサやエキッズなどのテクノロジーの活用。 

 支援者が一方的に決めるのではなく、本人の自己決定を尊重すること。 

 移動支援の制度の充実。 

 

<ワーク２：自分らしく暮らし続けるために、私にできること> 

 認知症の可能性がある患者さんが予約を忘れてしまう場合にはリマインドを行う。 

 アレクサやエキッズ、AirTag など、テクノロジーを活用した工夫をすること。 

 余裕をもった生活と考え方をする。 

 制度を知っておくこと、活用していくこと。 

 自分事、家族事と思って診療にあたる。 

 仕事で認知症観の転換のために努力する。 

 お金を貯める。 

 健康に気をつけて、定期的に運動をする。 

 「B 型作業所で働き続けるための制度が整ってほしい」など、自分がしたいことを

周りに伝えること。 
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  グループ 4 ワーク 1 
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◆発表内容（議事録から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 4 ワーク 2 
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◆発表内容（要旨）[グループ４] 
 
<ワーク１：認知症になってからも、自分らしく暮らし続けるために必要なこと> 

 共通の趣味や思い出を語れる仲間がいること。 

 夜でも相談したいと思ったときに、気軽に相談できる場所があること。 

 社会参画して、地域の中で役割を持つこと。 

 顔見知りをつくること。 

 家族と笑って暮らすこと。 

 

<ワーク２：自分らしく暮らし続けるために、私にできること> 

 継続して仲間と関わること。 

 友人、仲間を大切にすること。 

 友人が認知症になっても、変わらない関係をつくる。 

 感謝を家族や仲間に伝える。 

 「楽しいかも」と思えることには、遊びでも仕事でも挑戦し続ける。 

 よく寝て、よく笑う。 

 学生と地域の橋渡しができるような仕組みを作る。 



15 

 

 

 グループ 5 ワーク 1 
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 グループ 5 ワーク 2 
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◆発表内容（要旨）[グループ５] 
 
<ワーク１：認知症になってからも、自分らしく暮らし続けるために必要なこと> 

 認知症であるかどうかにかかわらず、自由に生きること。 

 子どもにも普及啓発をしていくこと。 

 「自分らしさ」について考える機会があること。 

 元気なうちに、思いや好きなことを伝えておく。 

 認知症の人を周りの人や社会が寛容に受け入れること。 

 大切な人と一緒に、安心して生活できる場所。 

 

<ワーク２：自分らしく暮らし続けるために、私にできること> 

 自分の仲間や支援者としての仲間、当事者同士の仲間を増やしていくこと。 

 認知症についてもっと知ってもらうために、アクション講座を行い、小学校・中学

校・高校など子供の世代や企業へ普及啓発を行うこと。 

 安心して相談できる医者・先生に診てもらうこと 

 困っている人に優しく声をかけることを、皆ができるようになること。 

 認知症の方や高齢者の思いを聞き、医療関係者やスタッフが考え方を変える。 

 自分の好みやお金、大切なものの保管場所を伝えておく。 

 どうしていきたいか意思表示をしておく。周りも元気な時の思いを知っておく。 
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 グループ 6 ワーク 1 
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グループ 6 ワーク 2 
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◆発表内容（要旨）[グループ６] 
 
<ワーク１：認知症になってからも、自分らしく暮らし続けるために必要なこと> 

 元気なうちから「そなえ」をすることで、自分も周囲も安心感につながる。 

 健康第一で、体のメンテナンスを心掛ける。 

 夢や目標を持つことが、生活の張りにつながる。 

 好きなことが続けられること。 

 自分を知ってほしい。 

 仲間がいたり、居場所があること。 

 安心できる環境。 

 

<ワーク２：自分らしく暮らし続けるために、私にできること> 

 成果が目に見えると良い。 

 健康が資本。まずは、自分の健康管理が大切。 

 丁寧な暮らしを積み重ねることが大切。 

 家族や友人を大切にして、自分のことを身近な人に知ってもらう。 

 困ったら助けを求める。 

 認知症の理解を広げる。 
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３．ワークショップの風景 


